
名

称

筆

塚

筆

塚

と

は

江

戸

時

代

に

寺

子

屋

や

塾

を

開

い

て

い

た

師

匠

の

墓

を

子

弟

が

供

養

の

た

め

に

建

て

た

碑

で

、

筆

子

中

、

筆

徒

中

筆
塚
等
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ

の

筆

塚

は

師

の

富

沢

太

郎

左

衛

門

文

政

二

年

（

一

八

一

九

）

～

明

治

五

年

（

一

八

七

三

）

の

た

め

、

そ

の

子

弟

が

建

て

た
も
の
で
あ
る
。

師

は

白

子

村

名

主

の

家

に

生

ま

れ

、

そ

の

後

分

家

し

、

晩

年

は

子

弟

の

教

育

に

専

念

、

近

村

庶

民

の

尊

敬

を

集

め

た

。

子

弟

の

範

囲

は

付

近

は

も

ち

ろ

ん

、

向

新

田

・

原

新

田

・

吹

上

・

浅

久

保

・

牛

房

・

越

戸

・

広

沢

・

上

赤

塚

等

に

お

よ

び

、

そ
の
数
は
百
名
を
こ
え
る
。

教

科

内

容

は

、

い

ろ

は

の

手

習

い

・

読

書

・

珠

算

で

、

自

宅

を
教
場
と
し
た
。

出

席

は

自

由

に

さ

せ

、

子

弟

の

意

志

に

よ

っ

た

。

決

し

て

強

制
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し

た

が

っ

て

、

経

済

的

な

報

償

は

期

待

せ

ず

、

奉

仕

的

に

行

っ
て
い
た
。

碑

の

表

に

次

の

よ

う

な

句

が

刻

ま

れ

て

い

る

が

、

師

の

歩

ん

だ
人
生
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

「
筒
の
世
は
、
静
か
に
お
く
れ
五
十
年
」

市
内
に
は
、
こ
の
筆
塚
の
他
に
数
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年

一

月

十
五

日

和

光

市

教

育

委

員

会

和

光

市

文

化

財

保

護

委

員

会
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